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１．教員紹介・主な研究分野	
 

看護の実践方法論としての看護技術、殊に、看護基本技術の開発・教育方法を主な研究分野

としている。具体的には、看護基本技術の科学性の検証や、学生との教授‐学習過程における

効果的な教育方法（主に演習・実習における個別指導）が主な研究テーマである。新卒看護者

の看護実践力の低下が叫ばれる中、学生の看護実践力が定着・向上し、看護の質が向上するた

めに、科学的根拠にもとづく看護技術を開発し、指導方法や教材開発等を含めた看護技術教育

の効果的なあり方とその具体的方法について明らかにしていきたい。 
	
 

２．研究業績	
 

①最近の著書・論文	
 

<著書>	
 

・ 津田智子「脳梗塞で急性期を脱し回復期にある患者」「職場復帰に不安をみせる人工肛門造設
患者」、安酸史子・奥祥子編集『患者がみえる成人看護の実践』メデイカ出版、2007年. 

<論文>	
 

・ 津田智子、中野榮子、永嶋由理子、渕野由夏、加藤法子、山名栄子「口腔ケアの学内演習にお
ける学生の認識の特徴‐学生が記述したプロセスレコードの分析を通して‐」、『福岡県立大学

看護学研究紀要』第5巻2号、2008年.	
 
・ 中野榮子、津田智子、永嶋由理子、渕野由夏、加藤法子、山名栄子、杉野浩幸「洗髪技術のエ

ビデンスに関する研究～予備洗いの有無による清浄度と快適性の検討～」、『福岡県立大学看護

学研究紀要』第 6巻 1号、2008年. 
・ 佐藤香代、津田智子、山下清香、松枝美智子、小路ますみ、渡邉智子、石川フカエ、宮城由美

子、安河内静子、田渕康子、森崎直子「看護学生の実習到達度の評価と今後の課題‐第１回合

同実習調整会議における調査から‐」、『福岡県立大学看護学研究紀要』第 6巻 1号、2008年. 
・ 渕野由夏、加藤法子、中野榮子、永嶋由理子、津田智子、山名栄子「基礎看護実習Ⅰの実習前

後における看護師イメージ変化の比較検討」、『福岡県立大学看護学研究紀要』第5巻2号、2008

年.	
 
・ 加藤法子、渕野由夏、永嶋由理子、津田智子、山名栄子、中野榮子「基礎看護実習Ⅰの実習前

後における学習意欲の変化の比較検討」、『福岡県立大学看護学研究紀要』第 5巻第 2号、2008
年.	
 

・ 津田智子、東サトエ、松﨑敏男、山口さおり、松成裕子、柳川育美、宮薗夏美「体温の経時的
変化からみた洗髪技術の科学的根拠‐サーモグラフィと深部温モニターによる分析‐」、

『Biomedical THERMOLOGY』第26巻3号、2007年.	
 
・ 渕野由夏、永嶋由理子、中野榮子、山名栄子、加藤法子、津田智子「基礎看護実習Ⅱの実習前・

後における看護学生の思考動機の実態」、『福岡県立大学看護学研究紀要』、第 4 巻 2 号、2007

年.	
 
・ 松成裕子、宮薗夏美、山口さおり、東サトエ、津田智子、柳川育美、中俣直美、徳久朋子、大

野佳子、今村利香、増滿誠、兒玉慎平「看護実践能力育成に向けた取り組み‐看護技術教育に

おける学内実習・演習の授業内容の精選‐」、『鹿児島大学医学部保健学科紀要』第17巻、2007

年.	
 
②その他最近の業績	
 

<調査研究報告書>	
 

・ 永嶋由理子、渕野由夏、津田智子、加藤法子、藤野靖博、於久比呂美「温度センサーを用いた
看護技術のエビデンスの検証：足浴による温熱効果の検証から」、平成 19-20年度研究奨励交付
金研究成果報告書、107‐108、2009年. 

・ 奥祥子、牛尾禮子、塚本康子、中俣直美、堀内宏美、津田智子、渡邉智子「一般病棟における



  

遺族へのケアに関する研究」、平成 16年度～平成 18年度科学研究費補助金（基盤研究（C））
報告書、2007年. 

<学会報告>	
 

・ 渕野由夏、藤野靖博、加藤法子、津田智子、於久比呂美、永嶋由理子「看護技術の獲得過程に
おける緊張度の検討‐反復練習と緊張度の変化から‐」、第28回日本看護科学学会学術集会（福
岡）、2008年 12月. 

<雑誌>	
 

・ 津田智子、中野榮子「基礎看護技術 40」、クリニカルスタデイ、Vol.29 No.6，28-47、メヂカル
フレンド社、2008年. 

・ 津田智子「循環器系器官，筋・骨格系器官に問題をもつ対象へのフィジカルアセスメント」永
嶋由理子編『看護実践に活かすフィジカルアセスメント』、へるす出版、2008年. 

・ 津田智子、永嶋由理子「癌性疼痛に苦しむターミナル期にある患者の事例展開」、かんごきろ
く 17巻 5号、日総研、2007年. 

③過去の主要業績	
 

・ 津田智子「看護技術修得の初期段階にある学生の指導過程に関する研究‐学内演習の個別指導
を通して‐」、鹿児島大学医学部保健学科紀要、第 15巻、鹿児島大学、2005年. 

	
 

５．所属学会	
 

	
 日本看護科学学会、日本看護学教育学会、日本看護研究学会、看護科学研究学会、日本看護学

会、日本サーモロジー学会	
 各会員 
	
 

６．担当授業科目	
 

<学部>	
 

『教養演習・1単位・1年・前期』、『基礎看護実習Ⅰ・1単位・1年・前期』『基礎看護技術
論・2単位・1年・後期、『看護過程・1単位・2年・前期』『基礎看護実習Ⅱ・2単位・2年・
前期』、『シンプトンマネジメント論・1単位・2年・後期』、『総合実習・3単位・4年・前
期』、『専門看護学ゼミ・2単位・4年・前期』	
 『卒業研究・2単位・4年・後期』 

<大学院（修士課程）>	
 

『基礎看護学特論・2単位・１年・前期』、『基礎看護学演習・2単位・１年・後期』	
  
	
 

８．学外講義・講演	
 

・ 中野榮子、津田智子（2009．8）．病弱児・発達障害児の理解と支援：看護技術‐経管栄養・導
尿、平成 21年度教員免許状更新講習、福岡県立大学. 

・ 加藤法子、渕野由夏、津田智子、藤野靖博、於久比呂美（2009．8）．子どもの支援に生かせる
実践的ケアと理論：看護技術‐吸入・吸引．平成 21年度教員免許状更新講習、福岡県立大学. 

・ 津田智子（2009．10）．看護の「技」．熊本県立熊本第一高等学校	
 出前講義、熊本県. 
・ 津田智子（2009.10～2010.3/全 6回）.看護記録研修会講師、直方中央病院、福岡県. 
・ 津田智子（2009.12）.看護研究発表講評、鞍手町立病院、福岡県. 
・ 津田智子（2010.2）.看護研究発表講評、社会保険田川病院、福岡県 

. 
９．附属研究所の活動等	
 

ヘルスプロモーション実践研究センター兼任研究員 
 


